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●●●グループホーム個別情報●●● 

※掲載されております情報につきまして不明な点等ございましたら、直接ホームにご確認ください。 

平成１８年１月２０日現在 

１．基本情報 

グループホーム名 グループホーム あさくら 所 在 地 〒６９９－５５２３ 鹿足郡吉賀町朝倉 712 

開 設 年 月 日 平成１５年１１月１０日 事 業 主 体 社会福祉法人 吉賀町社会福祉協議

会 

代 表 者 会長 河野 孝祐 管 理 者 木村 清子 

電 話 番 号 （０８５６）７８－２０６０ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 （０８５６）７８－２０６１ 

E‐Ma i l アドレス 無 ホ ー ム ペ ー ジ 無 

ユニット数と利用定員 （１）ユニット 利用定員（９）名 協 力 （ 提 携 ） 

医 療 機 関 

六日市病院 

おがさわら歯科 現 在 入 居 者 数 （９）名 
 
＜近隣図＞ ＜建物の概観＞ 

至鹿野

至六日市・岩国

スポーツ公園

立戸

ヨシワ工業
　　●

187号線

坂折トンネル

至益田
七日市

●朝倉
　　駐在所

  
 

２．事業の目的及び運営の方針 

（事業の目的） 

本事業は、認知によって自立した生活が困難になった利用者に対して、家庭的な環境のもとで、食事、入浴、排泄等の日常

生活の世話及び日常生活の中での心身の機能訓練を行うことにより、安心と尊厳のある生活を、利用者がその有する能力

に応じ可能な限り自立して営むことができるよう支援することを目的とする。 

（運営の方針） 

本事業所において提供する指定認知対応型共同生活介護は、介護保険法並びに関係する厚生労働省令告示の趣旨及び

内容に沿ったものとする。 

２ 利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるとともに個別の支援計画を作成することに

より、利用者が必要とする適切なサービスを提供する。 

３ 利用者及びその家族に対し、サービスの内容及び提供方法についてわかりやすく説明する。 

４ 適切な介護技術を持ってサービスを提供する。 

５ 常に、提供したサービスの質の管理、評価を行う。 
 

３．建物の概要 

建物の形態 （木造）造り（１階建て） 

建物の構造 ■単独型   □併設型 

広さ 敷地面積（１，１４５．４１）㎡  延床面積（２９１．１８）㎡ 

１室あたりの居室面積（１３．５４）㎡ 

二人部屋の有無 □有    ■無 
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４．利用料等 

介護保険 1 割負担分 介護保険外 諸経費（標準） 

介護度区分 1 日 
夜間ケア加算 1 日

（夜間ケアが必要な方のみ）

月 30 日 

(夜間ケア加算分を含む)
家 賃 月 30 日 ３０，０００円

要 介 護 １ ７９６円 ２６，０１０円 食 材 料 費 月 30 日 １日 １，２００円

要 介 護 ２ ８１２円 ２６，４９０円 光 熱 水 費 月 30 日 ４００円

要 介 護 ３ ８２８円 ２６，９７０円 理 美 容 代  実費

要 介 護 ４ ８４４円 ２７，４５０円 オ ム ツ 代  実費

要 介 護 ５ ８６１円 

７１円

２７，９６０円  

  

保証金（入居一時金） □有（       ）円 ・ ■無  

保証金有の場合の償却の有無 □有（       ）年 ・ □無  
 

５．職員の概要 

（９）名 総数 

（内訳）・常 勤 専任（７）名 

  兼任（ ）名 常勤換算（７．５）名 

（内訳）・非常勤 専任（２）名 
 
※職員の勤務時間を 1 週間あたり 40 時間とした場合の常勤換算数 
※職員の 1 週間の勤務延時間数 時間の場合 時間÷40 時間＝常勤換算数（ .  人）  

 
■専任   □兼任（兼任の施設等      ） 夜間体制 

■夜勤（１）名  □宿直（ ）名 

管理者 ■専任   □兼任（兼任の施設等      ） 

資格（介護支援専門員・介護福祉士） 

認知症高齢者のケアの経験年数（１４年６ヶ月） 

認知症介護に関する研修の受講歴 

   ・認知症介護実務者研修 

    （基礎課程）■受講済 □未受講（専門課程）■受講済 □未受講 

計画作成担当者 

（氏名 木村 清子） 

資格（介護支援専門員・介護福祉士） 

認知症高齢者のケアの経験年数（１４年６ヶ月） 

認知症介護に関する研修の受講歴 

   ・認知症介護実務者研修 

    （基礎課程）■受講済 □未受講（専門課程）■受講済 □未受講 

その他職員 資格 介護福祉士（１）名 看護師（ ）名 

   その他（ホームヘルパー２級） （７）名 

   ・認知症介護実務者研修 

    （基礎課程）■受講済 ■未受講（専門課程）□受講済 ■未受講 

 （再掲） 

ホーム長 ※注 

（氏名      ） 

資格（     ） 

認知症高齢者のケアの経験年数（ 年 ヶ月） 

認知症介護に関する研修の受講歴 

   ・認知症介護実務者研修 

    （基礎課程）□受講済 □未受講（専門課程）□受講済 □未受講 

※「ホーム長」とは、グループホームの中で介護従事者に対する指揮命令権を管理者に次いで有する者を定めている場合にその者を指

します。(定めていない場合は記載の必要なし) 
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６．入居（者）の概要 

入居人数（９）名  ・内訳  男性（０）名 女性（９）名 

要介護１（４）名   要介護２（３）名 

要介護３（２）名   要介護４（０）名 

要介護５（０）名 

現在の入居者の状態 

年齢（平均 ８７．１歳）  （最低 ８２歳）（最高 ９７歳） 

入居にあたっての条件 １．要介護１以上の被認定者であり、かつ認知の状態にあること。 

２．少人数による共同生活を営むことに支障がないこと。 

３．自傷他害の恐れがないこと。 

４．常時医療機関において治療をする必要がないこと。 

退居にあたっての条件 １．正当な理由なく利用料その他自己の支払うべき費用を３ヶ月分滞納したとき 

２．伝染性疾患により他の利用者の生活または健康に重大な影響を及ぼすおそれがあると医師

が認め、かつ利用者の退去の必要があるとき 

３．利用者の行動が他の利用者の生活または健康に重大な影響を及ぼすおそれがあり、かつ

利用者に対する通常の介護方法ではこれを防止することができないと事業者が判断したとき 
 

７．個人情報（プライバシー）保護に関する取り組み 

プライバシー保護に関する規程・

マニュアル等の整備 

 

□有    ■無 （⇒今後の策定の予定  ■有    □無 ） 
 

※ホームとして入居者の人格尊重の理念のもとに個人情報を取り扱うこと、個人情報に係る安全管理措置の概要、本人等からの開示等

の手続き、第三者提供の取扱い、苦情への対応などの方針を明らかにした規程やマニュアルの整備 

 

８．その他 

家族の面会時間の設定の有無 □有（ 時～ 時）  ■無 

入居者家族会の有無 ■有    □無 （⇒今後の設置の予定  □有    □無 ） 

ホームと地域との関係や

ホーム機能の地域への

還元の取り組み（方針） 

地域の行事や活動（敬老会、夏祭り、福祉大会、公民館でのふれあいサロン等）にも積極的に

参加しており、地域の人達と顔なじみとなっている。散歩に出た時など見守りや声かけをして下

さり協力が得られている。 

地域の小学校とも毎月一回の交流が有り、管理者が小学校の授業に参加し、認知症について

や、ホームの役割など話している。又近所の人が野菜を持ってホームに立ち寄って下さることも

多くなり、少しずつではあるが地域に理解が広がって来ている。   

 


